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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年1月12日(2017.1.12)

【公表番号】特表2016-501872(P2016-501872A)
【公表日】平成28年1月21日(2016.1.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-005
【出願番号】特願2015-544456(P2015-544456)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  43/56     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/90     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/14     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  55/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   43/56     　　　Ｃ
   Ａ０１Ｎ   43/90     １０３　
   Ａ０１Ｎ   47/14     　　　Ａ
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   55/02     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月24日(2016.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物であって、
（１）　一般式
【化１】

〔式中、
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す〕
で表される少なくとも１種類の化合物；及び、
（２）
（１．１）ビキサフェン（５８１８０９－４６－３）、（１．２）ボスカリド（１８８４
２５－８５－６）、（１．３）カルボキシン（５２３４－６８－４）、（１．４）ジフル
メトリム（１３０３３９－０７－０）、（１．５）フェンフラム（２４６９１－８０－３
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）、（１．６）フルオピラム（６５８０６６－３５－４）、（１．７）フルトラニル（６
６３３２－９６－５）、（１．８）フルキサピロキサド（９０７２０４－３１－３）、（
１．９）フラメトピル（１２３５７２－８８－３）、（１．１０）フルメシクロックス（
６０５６８－０５－０）、（１．１１）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（
１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ
）の混合物）（８８１６８５－５８－１）、（１．１２）イソピラザム（アンチ－エピマ
ー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）、（１．１３）イソピラザム（アンチ－エ
ピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）（６８３７７７－１４－２）、（１．１４
）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）（１１３０２
０７－９１－８）、（１．１５）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ
，４ＳＲ，９ＲＳ）、（１．１６）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１
Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）（１２４０８７９－１７－７）、（１．１７）イソピラザム（シン－エ
ピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）（１１３０２０７－９４－１）、（１．１
８）メプロニル（５５８１４－４１－０）、（１．１９）オキシカルボキシン（５２５９
－８８－１）、（１．２０）ペンフルフェン（４９４７９３－６７－８）、（１．２１）
ペンチオピラド（１８３６７５－８２－３）、（１．２２）セダキサン（８７４９６７－
６７－６）、（１．２３）チフルザミド（１３００００－４０－７）、（１．２４）１－
メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（９２３９５３－９９－５
）、（１．２５）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２
－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（９２
３９５３－９８－４）、（１．２６）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－
２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェニル］－１－メチル－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１１７２６１１－４０－３）、（１．２７）Ｎ
－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジ
フルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１０９２４０
０－９５－７）、（１．２８）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛
［４－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾ
リン－４－アミン（１２１００７０－８４－０）、（１．２９）ベンゾビンジフルピル（
１０７２９５７－７１－１）、（１．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチ
レン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－
（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、及び、（
１．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラ
ヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
からなるカルボキサミド類、又は、
（２．１）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－
ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン（１６１１４－３５－５）
；
（２．２）プロピネブ（１２０７１－８３－９）；
（２．３）イソフェタミド（８７５９１５－７８－９）〔これは、式（ＩＩ－３）
【化２】

で表される〕；
（２．４）３－（５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソ
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キノリン－１－イル）キノリン（８６１６４７－３２－７））〔これは、式（ＩＩ－４）
【化３】

で表される〕；
（２．５）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソ
キノリン－１－イル）キノリン（８６１６４７－８５－０）〔これは、式（ＩＩ－５）
【化４】

で表される〕；
（２．６）３－（４，４－ジフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリ
ン－１－イル）キノロン〔これは、式（ＩＩ－６）
【化５】

で表される〕；
（２．７）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メト
キシ－Ｎ－メチルアセトアミド（１７３６６２－９７－０）；
（２．８）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メト
キシ－Ｎ－メチルアセトアミド（３９４６５７－２４－０）；
（２．９）カルベンダジム（１０６０５－２１－７）
からなる非カルボキサミド系殺菌剤
の群から選択される少なくとも１種類の殺菌剤；
を含んでいる、前記組成物。
【請求項２】
　一般式（Ｉ）で表される前記化合物が化合物（Ｉ－１）～化合物（Ｉ－５）：
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【化６】

のうちの１種類によって表される、請求項１に記載の組成物。
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【請求項３】
　前記化合物が、
（１．１）ビキサフェン（５８１８０９－４６－３）、（１．２）ボスカリド（１８８４
２５－８５－６）、（１．３）カルボキシン（５２３４－６８－４）、（１．６）フルオ
ピラム（６５８０６６－３５－４）、（１．８）フルキサピロキサド（９０７２０４－３
１－３）、（１．９）フラメトピル（１２３５７２－８８－３）、（１．１１）イソピラ
ザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ－エピマー性
ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）（８８１６８５－５８－１）、（１
．１２）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）、
（１．１３）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）（
６８３７７７－１４－２）、（１．１４）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオ
マー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）（１１３０２０７－９１－８）、（１．１５）イソピラザム（
シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（１．１６）イソピラザム
（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）（１２４０８７９－１７－７）
、（１．１７）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）（
１１３０２０７－９４－１）、（１．１８）メプロニル（５５８１４－４１－０）、（１
．１９）オキシカルボキシン（５２５９－８８－１）、（１．２０）ペンフルフェン（４
９４７９３－６７－８）、（１．２１）ペンチオピラド（１８３６７５－８２－３）、（
１．２２）セダキサン（８７４９６７－６７－６）、（１．２３）チフルザミド（１３０
０００－４０－７）、（１．２４）１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフ
ルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド（９２３９５３－９９－５）、（１．２５）３－（ジフルオロメチル）－１
－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド（９２３９５３－９８－４）、（１．２６）３－（ジフ
ルオロメチル）－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロ
プロポキシ）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１１７
２６１１－４０－３）、（１．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メ
トキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド（１０９２４００－９５－７）、（１．２８）５，８－ジフルオ
ロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イ
ル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－アミン（１２１００７０－８４－０）
、（１．２９）ベンゾビンジフルピル（１０７２９５７－７１－１）、（１．３０）Ｎ－
［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４
－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（１．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチ
レン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－
（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
からなるカルボキサミド類の群、又は、
（２．１）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－
ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン（１６１１４－３５－５）
；
（２．２）プロピネブ（１２０７１－８３－９）；
（２．３）イソフェタミド（８７５９１５－７８－９）〔これは、式（ＩＩ－３）
【化７】
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で表される〕；
（２．４）３－（５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソ
キノリン－１－イル）キノリン（８６１６４７－３２－７））〔これは、式（ＩＩ－４）
【化８】

で表される〕；
（２．５）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソ
キノリン－１－イル）キノリン（８６１６４７－８５－０）〔これは、式（ＩＩ－５）

【化９】

で表される〕；
（２．６）３－（４，４－ジフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリ
ン－１－イル）キノロン〔これは、式（ＩＩ－６）
【化１０】

で表される〕；
（２．７）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メト
キシ－Ｎ－メチルアセトアミド（１７３６６２－９７－０）；
（２．８）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メト
キシ－Ｎ－メチルアセトアミド（３９４６５７－２４－０）；
（２．９）カルベンダジム（１０６０５－２１－７）
からなる非カルボキサミド系殺菌剤の群
から選択される、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記殺菌剤が、（１．１）ビキサフェン（５８１８０９－４６－３）、（１．２）ボス
カリド（１８８４２５－８５－６）、（１．６）フルオピラム（６５８０６６－３５－４
）、（１．８）フルキサピロキサド（９０７２０４－３１－３）、（１．２１）ペンチオ
ピラド（１８３６７５－８２－３）、（１．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニ
ル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１
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Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１０９２４００－９５－７）、（１．２９）ベン
ゾビンジフルピル（１０７２９５７－７１－１）、（１．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－
９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン
－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、及び、（１．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，
２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．１）２，６－ジ
メチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１
，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン（１６１１４－３５－５）、（２．２）プロピネ
ブ（１２０７１－８３－９）、（２．３）イソフェタミド（８７５９１５－７８－９）、
（２．４）３－（５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソ
キノリン－１－イル）キノリン（８６１６４７－３２－７）、（２．５）３－（４，４，
５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノ
リン（８６１６４７－８５－０）、（２．６）３－（４，４－ジフルオロ－３，３－ジメ
チル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノロン、（２．７）２－｛２－［（
２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトア
ミド（１７３６６２－９７－０）、（２．８）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキ
シ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（３９４６５７－２４
－０）、（２．９）カルベンダジム（１０６０５－２１－７）から選択される、請求項１
～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記殺菌剤が、（１．１）ビキサフェン（５８１８０９－４６－３）、（１．２）ボス
カリド（１８８４２５－８５－６）、（１．６）フルオピラム（６５８０６６－３５－４
）、（１．８）フルキサピロキサド（９０７２０４－３１－３）、（１．２１）ペンチオ
ピラド（１８３６７５－８２－３）、（１．２７）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニ
ル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１０９２４００－９５－７）、（１．２９）ベン
ゾビンジフルピル（１０７２９５７－７１－１）、（１．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－
９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン
－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド及び（１．３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，
３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチ
ル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドから選択される、請求項１～
４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　式（Ｉ－１）で表される前記化合物が、式（Ｉ－（Ｒ））
【化１１】

〔式中、
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す〕
で表される、請求項１～５のいずれかに記載の組成物。
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【請求項７】
　式（Ｉ－１）で表される前記化合物が、式（Ｉ－（Ｓ））
【化１２】

〔式中、
　・　Ｒ１は、水素原子又はメチル基を表し；及び、
　・　Ｒ２は、メチル基、ジフルオロメチル基又はトリフルオロメチル基を表す〕
で表される、請求項１～６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　有害な微生物を防除する方法であって、請求項１～７のいずれかに記載の組成物を該有
害生物又はそれらの生息環境に接触させることを含む、前記方法。
【請求項９】
　種子を処理する方法であって、請求項１～７のいずれかに記載の組成物を該種子に接触
させることを含む、前記方法。
【請求項１０】
　組成物を調製する方法であって、請求項１～７のいずれかに記載の相乗的に有効な混合
物を増量剤、界面活性剤又はそれらの組合せと混合させることを含む、前記方法。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれかに記載の組成物で処理された種子。
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